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統計数値データの圧縮 と
国勢 調 査 デ ー タベ ース ・シ ス テ ム










































性 を取 り除いて,最 大限に環境条件 に適 した
データの格納 ・伝送を行うための技術」2),であ
り,ア ルファベ ット文字を表すための平均コー







値 を表現す る方式や,10進 数の1桁 を0,5バイ
トで表現するパ ック化 という表現方法あり,こ




に対 しておおよそ50%程 度 まで圧縮出来 る程度
で,高 率の圧縮を統計数値一般に保証できるも




















大(マ イナス記号を1桁 とすると10桁)と する
ものが非常 に多い。 日本の場合,総 人 口が
「億」 という10進数9桁 の値であることを考え













計書では行われ,磁 気テープ ・データで も特殊




ルの特性 と も言 えるが,こ の種の数値データ














位 とした数値データの記録(数 値が1項 目つづ
でなく,何 項 目かまとめて記録 されている),






年,昭 和60年 国勢調査基本集計 ・京都府,日 経
財務データ(1988年 まで)を 例に,そ の数値の
精度を落とす こと無 く表現 出来 るビット列数







レコー ドを単位 としてみると,全 て正であるも






(1)正 負の判定はレコー ド単位,も しくは個
別数値別に情報を与える。
(2)小 数点付の数値(10進 数)は それを小数






数値総数 1245619100.000 810820100.000 14388465100.000
欠損値 24791719.903 18039222.248 642428544.649
Obit 316612.542 一 一 1784191.240
1bit 29510.237 338934.180 1594561.108
2bit 54440.437 351174.331 2640121.835
3bit 90120'.723 371674.584 3744792.603
4bit 112290.901 402524.964 4723263.283
5bit 155571.249 459225.664 6024394.187
6bit 207731.668 537336.627 6370244.427
7bit 290092.329 633487.813 7037654.891
8bit 486713.907 598247.378 7771825.401
9bit 737865.924 644987.955 7479235.198
10bit 1046408.401 483345.961 6921674.811
11bit 13599410.918 380144.688 6157124.279
12bit 13474810.818 342284.221 5190613.607
13bit 1233449.902 261123.220 4034992.804
14bit 953347.654 192592.375 2893942.011
15bit 547394.395 129351.595 1858441.292
16bit 307622.470 81071.000 1112770.773
17bit 208831.677 53300.657 616030.428
18bit 153591.233 22320.275 307250.214
19bit 169251.359 11460.141 322100.224
20bit 73240.588 6040.074 65090.045
21bit 38330.308 2970.037 23490.016
22bit 23440.188 760.009 5750.004
23bit 17010.137 一 一 1489351.035
24bit 11500.092 一 一 一 一
25bit 1640.013 一 一 一 一
26bit 1340.011 一 一 一 一
27bit 2040.016 一 一 一 一
28bit 260.002 一 一 一 一
29bit 10.000 一 一 一 一
(2)レ コー ドを単位としてみた数値の性質
家計調査年報 国勢調査 日経財務
レコー ド総数 5651100.000 96416100.000 52705100.000
正 ・整数 121121.430 8266285.735 27095.140
正 ・小数点1桁 40.071 23532.440 一 一
正 ・小数点2桁 3796.707 27622.865 一 一
正 ・小数点3桁 581.026 一 一 一 一
正 ・小数点O～1桁 450.796 9911.028 一 一
正 ・小数点0～3桁 248443.957 76487.932 一 一
正負混在 ・整数 一 一 一 一 4999694.860
混在 ・小数点1桁 290.513 一 一 一 一
混在 ・小数点0～1桁 3916.919 一 〇 一 一














数 値 を表 す ビ ッ ト列 の 並 び を,[11～Ii
K1-一一KkMD1～Dd]と し,そ の意 味 を次 の












:先 頭に[1]bを 付加 した ビット
列が正整数化された数値の値であ
る





欠 損 値 を 表 す 。(KMD)の ビ ッ




但[xxxx]・[1111]の 時 は 更 に
1情 報 が4bit付 加 さ れ,d=
[xxxx]b+29と す る 。
(1)RCI-NO
(1)一 ユ 正 負制 御 情 報(10r2)ビ ッ ト
0:レ コ ー ド内 の 数 値 は 全 て正
10:レ コ ー ド内 の 数 値 は 全 て負
11:正 負 混 在 の た め,0と 欠損 値 以 外 で
は正 負 制 御 ビ ッ トと して各 数 値 デ ー
タ内 に1ビ ッ トを確 保 して い る。
(1)-2繰 上 げ桁 数 情 報5ビ ッ ト
Oxxxx:レ コ ー ド内 の 繰 上 げ桁 数 は全 て 同 じ
で[xxxx]b桁
1xxxx:レ コ ー ド内 の 繰 上 げ桁 数 は全 て 同 じ
で は ない 。 欠 損 値 以外 で は桁 数 情 報
を 与 え る た め[xxxx]bビ ッ ト を
各 数 値 毎 に確 保 して い る。
(2)RCI-N1
なお,こ の情 報 は,次 の よ うな 「N式 レコ ー
ド制 御 変 形 情 報(RCI-Nl)」 と して 書 くこ と も
あ る とす る。
00:レ コー ド内 の数 値 は全 て正 整 数
01:レ コー ド内 の 数 値 は全 て 正 で,繰 上 げ
桁 数 情報 の た め2bitを 確 保 して い る
100:レ コー ド内 の 数値 は全 て 正 で,全 て10
進 数2桁 繰 上 げ て入 力 され て い る
101:レ コー ド内 の 数値 は全 て 正 で,繰 上 げ
桁 数 情 報 の た め1bitを 確 保 して い る
110:レ コー ド内 の 数値 は全 て 正 で,全 て10
進 数1桁 繰 上 げ て入 力 され て い る
111:RCI-NOの 情 報 が この3ビ ッ トの 後 に与
え られ て い る
1-2-3.N式 数値圧縮法表現の具体例
1-2-2.N式 レ コ ー ド制 御 情 報
〈RCI-NOとRIC-N1の 構 造 〉
さ らに,レ コ ー ドを単 位 と した 正負 の混 在 や
繰 上 げ桁 数 を示 す た め に,次 の よ うな 「N式 レ
コー ド制 御 情 報(RCI-NO)」(10r2)+5
ビ ッ トを,レ コ ー ドの 先 頭 に置 く場合 もあ る と
す る。
前 述 のRCI-Nl付 のN式 整 数 が 一 般 的 なN式
数値 圧 縮 法 で あ るが,こ の方 法 に よ って欠 損 値
をふ くめ た9つ の数 値 か らな る1レ コー ドの数
値 デ ー タ を表 現 す る と,表2の よ うに な る。 事
例2の 場 合,9つ の数 値 を表 現 す る1レ コ ー ド
12バ イ トは,16進 数 表 記 す る と[98027911
2125899052F16008]hと な る。
このN式 数値 圧 縮 法 を利 用 して,昭 和60年 国
勢 調査 基 本 集 計 ・京 都 府 の圧 縮 効 率 を見 た とこ
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表2あ る1レ コー ドの数 値 の 表現
事 例 1 事 例 2
RCI-Nl 11111 10010 RCI-N1 100












































































総 ビ ッ ト 102 bits(13 bytes) 総 ビ ッ ト 93 bits(12 bytes)
ろ,オ リ ジ ナ ル デ ー タ は810,820の 数 値 が,各
10バ イ トで 入 力 され,計!:,200の バ イ トの容
量 と な るが,こ の 圧縮 に よ り得 られ た デ ー タ は
1,065,453バ イ トで あ り13.14%と い う 高 圧 縮 を
達 成 した。N式 数 値圧 縮 法 は,表 現 桁 数 の大 き
い 数 値 の 比 率 が 増 え る ほ ど圧 縮 率 が 下 が り,
キャラクター形式の50%程 度まで下がって,実
質的な圧縮効果をもたなくなることも有 り得 る
が,表 現桁数の少ない数値の出現頻度 もかな り
存在する統計データの場合,お およそ20%程 度
への圧縮 は実現できる6)。
2.国 勢 調 査 デ ー タフ ァイル の デ ー タベ ース化
1.で 提 案 し た 「N式 数 値 圧 縮 法」 を 利 用
し,国 勢 調 査 デ ー タの デ ー タベ ー ス化 を試 み よ
う。 同 デ ー タ フ ァ イ ル に は,統 計 数 値 以 外 に
も,各 レ コ ー ドの 情 報 を しめ すRID(Record
IDentifier)が 入 力 さ れ て お り,こ の レ コー ド
情 報 を どの よ うに イ ンデ ックス化 す る か が,ア
ク セ ス効 率 を確 保 す るの に重要 な 問 題 とな る 。
そ こで このRID情 報 が どの よ うに 入 力 さ れ て い
る か見 て み よ う(表 一2参 照)。
同 じ国 勢 調 査 デ ー タ で も,提 供 され て い る
デ ー タ フ ァ イ ル の種 類 に よ り,RID部 分 は か な
り異 な っ て い る。 従 っ て 作 成 す る デ ー タ ベ ー
ス ・シ ス テ ム も,こ の相 違 を受 け て 個 々 にシ ス
テ ム構 成 す る こ と もで きる 。 しか しそ うす る
と,管 理 しな け れ ば な らない フ ァイ ル の 数 が 多
くな り,さ らに デ ー タベ ー ス検 索 ソ フ トが 複 雑
に な る し,検 索 手 順 もそ れ ぞ れ に つ い て 異 な
り,ユ ーザ ー には操 作 しに くい もの に な る可 能
性 が 強 い 。 イ ンデ ック ス ・シ ステ ムが あ る程 度
冗 長性 を持 つ こ とに な っ て も,統 一 した デ ー タ
ベ ー ス ・シ ステ ム構 成 にす るの が,開 発 に も利
用 に も都 合 の 良 い こ との よ うに思 え る。
2-1.デ ー タ ベ ー ス ・フ ァ イ ル の 構 成
そこで以下のような3つ のファイルからこの
システムを構成させる。データ検索者は通常,
統計の種類,表 番号 という大 きな分類項 目か
ら,都 道府県,市 区町村と順に小 さく絞 りなが




2-1-1.メ イ ン フ ア イ ル
統 計 数値 デ ー タだ けが レコ ー ドを単 位 と した
N式 数 値 圧 縮 法 に 従 っ て 入 力 さ れ て い る
(RCI-N1付)。1レ コ ー ドの デ ー タ がバ イ トの
途 中で 終 わ る時 は,残 りの ビ ッ トに は[0]b
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表 一3国 勢 調 査 デー タフ ァイル のRID情 報
基本集計 従業地 ・通学地 抽出詳細集計 調査区別集計 地域メッシュ統計
セル数 5 セル数 5 セル数 5 セル数 5 ファイル名 6
フ ァイル 名 5 フ ァイル 名 5 フ ァイル 名 5 フ ァイル 名 5 ブランク 1
統計表番号 5 統計表番号 5 統計表番号 5 統計表番号 5 地 域 コ ー ド 9
都道府県 2 地域1区 分 1 都道府県 2 ブ ラ ンク 2 ブランク 2
市区町村 3 都道府県 2 市区町村 3 都道府県 2 区画区分 1
ブラ ンク 2 市区町村 3 ブランク 2 市区町村 3 ブランク 1
人口集中地区 2 地域2区 分 1 人口集中地区 Z ブランク 2 地形図名 18
分類項目1 3 都道府県 2 分類項 目1 3 町丁 ・字 3 市区町村数 2
分類項目2 3 市区町村 3 分類項目2 3 ブ ラ ンク 1 都道府県1 2
分類項目3 3 ブランク 3 分類項目3 3 調査区番号 7 市区町村1 3
ブランク 7 分類項目1 3 分類項目4 3 人口集中地区 2 府県市区2 5
分類項目2 3 ブランク 4 都市計画区分 2 府県市区3 5
ブランク 4 抽出層符号 6 府県市区4 5
ブ ラ ン ク 2 i i
府県市区8 5
数字は各項 目が入力されているカラム数(バ イ ト数)を 示す
が付 加 され て い る ので,レ コ ー ドが バ イ トの途
中か ら始 ま る こ とは な い。1レ コー ドに含 まれ
るデ ー タ項 目数(セ ル数)は この フ ァイ ル の 中
に は与 え られ て い な い ので,次 の2つ の フ ァイ
ルが ない と,デ ー タ を再 現 す る(圧 縮 を解 除す
る)こ と はで きな い 。 な お,1都 道 府 県 デ ー タ
は統 計 の種 類,表 番 号 が 同 じな ら基 本 的 に は連
続 して 入 力 され て お り,そ の連 続1単 位 が ア ド
レス フ ァイ ルの1レ コー ドとな って い る。
2-1-2.イ ン デ ッ ク ス フ ァ イ ル
オ リジ ナ ル ・デ ー タ フ ァイ ルRIDの 大 部 分 の
情 報 を 保 存 す る。 市 区 町 村 コー ド[BO4],分
類 項 目1～3(BO5～BO7),ダ ミー 分 類 項 目
(BO8～B11),該 当 す るデ ー タが メ イ ン フ ァ イ
ル で 記 録 さ れ て い るバ イ ト数[REC],の 計9
つ の 数値 がN式 整 数(但,正 負 ビ ッ トと桁 数 制
御 ビ ッ ト無 し)の 記 録 形 式 で 入 力 され て い る。
メ イ ンフ ァイ ル の レコ ー ド数 と この フ ァイ ル の
レ コー ド数 は同 じ とな る。 なお,ダ ミー分 類 項
目 には 欠損 値 を入 力 して い る。
2-1-3.ア ドレ ス フ ァ イ ル
統 計 の フ ァイル 名 を適 当 な コ ー ドに書換 え た
[BO1],表 番 号[BO2],そ の表 の デ ー タ項 目
セ ル[SHL],都 道 府 県 コ ー ド[BO3],該 当 す
るデ ー タが イ ンデ ックス フ ァイ ルや メ イ ン フ ァ
イル に入 力 され て い る レ コー ドの総 数[REP],
イ ンデ ック ス フ ア イ ル で の ス ター トア ド レス
[XAD],デ ー タフ ァイ ル の ス タ ー トア ドレス
[DAD]を 入 力 して い る。 こ の フ ァ イ ル は 上
記2フ ァイ ル の2%程 度 の 容量 とな るの で 数値
の圧 縮 は行 わ ず,固 定 書 式 で入 力 され て い る。
2-1-4.デ ー タベ ース ファイルの
相互 関係
こ の3つ の フ ァイ ル情 報 の関係 を図示 す る と
図 一1の よ うに な る。 つ ま り,BO1～BO3の 属
性 を 持 った デ ー タ はSHL項 目の数 値 デ ー タか ら
構 成 され て お り,6ケ ー ス が 入 力 され て い る
が,DATA1は 更 にINDEX1に 示 さ れ たBO4～
B11と い う属 性 を,DATA6はINDEX6に 示 され
る属 性 をあ わせ 持 つ 統計 数値 で あ る。
この よ うな構 造 にな って い るの で,フ ァイ ル
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図 一1デ ー タベ ー ス ・フ ァイル情 報 の相 互 関 係
内 の情 報 を書 き換 え た り,特 定 の デ ー タ を削 除
しそ の領 域 を コ ンデ ンスす る こ とな どは非 常 に
難 しい が,こ の シ ス テ ム はデ ー タベ ー ス の作 成
と利 用 に 関 わ る2つ の長 所 を も って い る 。 そ れ
は 情 報 を 連 結 す る(デ ー タ ベ ー ス を 合 併 させ
る)こ とが非 常 に簡 単 で あ る こ と と,ア ドレス
フ ァイ ル を レ コー ドを単 位 と して 自由 に組 み替
え る こ とが で き る とい うこ とで あ る7)。
磁気 テ ー プ か ら資 料 一1で 示 す プ ロ グ ラム な
どで 変換 作 成 され た複 数 のデ ー タベ ー ス ・シ ス
テ ムの結 合 は,年 度 や種 類 の差 異 にか か わ りな
く,同 じ操 作 で 実行 で きる。 イ ンデ ックス とメ
イ ン フ ァ イル に関 して は,単 純 に連 結 コ ピー す
れ ば よい だ けで あ る(連 結 の順 番 は同 じで な け
れ ばな ら ない)。 ア ドレス フ ァイ ル につ い て は,
連 結 コ ピ ーの 際 に前 に置 か れ た イ ンデ ックス と
メ イ ン フ ァ イ ルの容 量 を,後 ろ に連 結 した 側 の
ア ドレス フ ァ イ ル のXADとDADの 値 に そ れ ぞ
れ プ ラス す れ ば,あ とは どの よ うに連 結 コ ピ ー
して もよい 。 連 結 の 際 に何 らか の情 報 操 作 をす
る必 要 が あ る の は,全 体 の2%程 度 の容 量 に し
か な らな い ア ドレス フ ァイ ル だ けで あ り,磁 気
テ ー プデ ー タ,フ ァイル を入 手 の都 度,デ ー タ
ベ ー ス ・シ ス テ ム を膨 ら ます こ とが で きる とい
う特 性 を もっ て い る。
ま た ア ドレス フ ァイル の 各 レコ ー ドは相 互 に
独 立 した もの な ので,レ コー ド単 位 に並 べ 替 え
る の は全 く自 由で あ り,ま た,特 定 の レコ ー ド
の み を と りだ した ア ドレス フ ァイ ル を作 成 す る
こ と も可 能 で あ る。 複 数 ユ ーザ ー に利 用 させ る
環 境 で,ユ ーザ ー資 格 に よっ て利 用 で き る統 計
を限定 した い ときな ど は,各 ユ ーザ ー に対 応 し
た ア ドレスデ ー タ を抜 出 して利 用 させ る こ と も
出来 る。
2-2.デ ータベ ースの作成 プロ グラ ム
2-1.で 示 した3つ の フ ァイ ル か ら構 成 さ
れ る デ ー タベ ー ス ・フ ァイ ル を作 成 す るPL/
1言 語 に よる プ ロ グ ラ ムは 資料 一1の よ うに な
る。 これ は 国勢 調 査 第1次 ～ 第3次 基 本 集計 の
デ ー タフ ァイ ル を変 換 す る もの で あ るが,入 出
力 フ ァイ ル ・変 数 宣 言(11-一 一49)と,一 連 の初
期 設 定 作 業(54～63)を した 後,入 力 デ ー タ
フ ァイ ル1レ コー ドを読 み,(68),分 類 の1～
11(N _BUN(1).VNBUN(11)),セ ル 数(N_
SHELL),整 数 リス ト(NSUJI(1)～NSUJI(N
SHELL)),そ の 数 値 の 繰 り上 が り桁 数(N
KETA(1)～NKETA(NSHELL))に 値 を 入 れ
(69～119),サ ブ プ ロ グ ラ ムNCMAINを コ ー
ルす る(121)と い う もので あ る 。 サ ブ プ ロ グ
ラ ム に は,初 期 設 定NCINIT,メ イ ンル ーチ ン
NCMAIN,最 終 処 理NCENDの3つ と,そ こ
か ら更 に コ ー ル さ れ る もの(NCCOMP4,NC
UCOMP4,NCSTOCK,NCMCOMP)が あ
るが,す べ て あ わせ て も約230行 と そ れ 程 大 き
な も の で な い の で,プ ロ グ ラ ム 内 に 置 い て い
る。 入 力 デ ー タ フ ァ イル の書 式 と構 成 に よ り変
更 す る必 要 が あ るの は,資 料 一1で 網 か け され
た部 分(お よ そ70行)だ け で あ る。
・ ・
2-3.デ ータベ ースへ のア クセ ス法
この デ ー タベ ー スへ の ア クセ ス は,検 索 した
い 統 計 種 別[bO1],表 番 号[bO2],都 道 府 県
[bO3],市 区 町 村 コー ド[bO4],分 類1～ 分
類3[bO5～bO7]が 指 定 され る と,図 一2の
よ うに な る。
こ の ア クセ ス と検 索 を実行 す るC言 語 に よ る
(サ ブ)プ ロ グ ラ ム は資 料 一2に 示 した が,
bO1～bO3は 単 一 の コ ー ド指 定,bO4～bllは そ
れぞ れ につ て い コ ー ドリス トを指 定 出来 る よ う
に な って い る。 ユ ー ザ ー プ ロ グ ラ ムで の 利 用 の
仕 方 は,(1)最 初 にデ ー タベ ー ス の3つ の フ ァイ
ル 名 と欠 損 値 に 割 当 て る数 値 を 指 定 してnc
open(84行)を コー ル す る,(2)検 索 した い 条件
リス トを指 定 してncset(103)を コ ー ルす る,
(3)出力 結 果 を取 込 む 変 数 の ア ド レス(ポ イ ン
タ)を 指 定 してncds(117)を コ ー ル す る とい
図 一2デ ー タベ ー ス ・ア クセ スの
フ ロ ーチ ャ ー ト
ア ドレス ファイル を1レ コー ド読 む
(BOIBO2SHLBO3REPXADDADを 得 る)
う3つ の 手順 とな る。 同一 条 件 に該 当 す るデ ー
タをす べ て 取 りだ した い な ら,(3)を 繰 返 し,別
の 条 件 で デ ー タ を取 りだ した い な ら(2)を再 設 定
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デ ー タファイルへ の
アクセ スポ イン トをDADに 設定
RECバ イ ト読 み込 む
セル数分 の数値 を圧縮解 除 して得る
デー タを出力 する
2-4.そ の他 の統計 資料 の
デ ータベ ース化
この シス テ ム は,国 勢 調 査 デ ー タ を対 象 に し
て 設 計 した もの で あ るが,結 果 と して,書 き換
え型 で はな い た い て い の統 計 資 料 を この デ ー タ
ベ ー ス ・シス テ ム に組 み 込 む こ と を可能 とす る
構 成 に な っ て い る。 数 値 デ ー タが あ る 属 性 を
もった レ コー ドの よ うな単 位 で取 り扱 うこ とが
で き る もの で,そ の属 性 を分 類 す る項 目を11項
目以 下 に ま とめ る こ とが で き る もの(さ らに条
件 をつ け るな ら,大 分 類 項 目3種 類 以 下 で 一 定
デ ー タ絞 り込 みが 出来,中 分 類項 目を8種 類 以
下 に整理 で きる もの)な らば,こ の デ ー タベ ー
ス ・シス テ ム に組 み込 む こ とが可 能 で あ る。 特
別 に整理 しな け れ ば な ら ない の は分 類 項 目1～
11の コー ド対 応 表 だ けで あ り,後 は,同 一 の ソ
フ ト,同 一 の手 順 で デ ー タ を検 索 ・出力 さす こ
とが で きる。 か な り広 範 囲 に利 用 で きる効 率 的
な統計 数値 デ ー タベ ース ・シ ス テ ムで あ る と確
信 す る。
付 記
こ の シス テ ム構 成 に 基 づ く国 勢 調 査 デ ー タ
ベ ー ス ・ シ ス テ ム(BUDAS-POCE:Bukkyo
UniversityDAtabaseSystemforPopulation
CEnsusofjapan)が 完 成 して い る。 出 力 形 式
は固 定 書 式 とLotus-1.2.3用K3フ ォーマ ッ トの
み で,コ メ ン ト文 と都 道 府 県 ・市 区 町村 名 以 外
は数 字 の み の 出力 で あ る。 統 計表 の種 類 は大 学
機 関 と して購 入 した デ ー タ フ ァイ ル量 に制 限 さ
れ て い るが,京 都 府 分(1975,80,85度 分)が91
年6.月 よ り学 内 の研 究 ・教 育 用 に利 用 で き る よ
う に な る予 定 で あ る。
こ の シ ス テ ム の利 用 の 中 で ユ ー ザ ー ・イ ン
タ ー フ ェ ース の改 良 や,出 力 形式 の改 良(日 本
語 ラベ ル付 けな ど)が 求 め られ る が,そ れ ら は
プ リ ・ポ ス トプ ロ セ ッサ ソ フ トを適 当 に組 み 込
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め ば よい こ とで あ る と理 解 して お り,徐 々 に実
行 して い くつ も りで あ る。
なお,こ の デ ー タベ ー ス ・シス テ ム の作 成 に
あ た って,立 命 館 大 学 計 算 機 セ ン ター に は多 く
の便 宜 をは か って頂 い た。 深 く感 謝 した い 。
注
1)排 稿 「大 容量 デー タベー スの圧縮 利用法
日経財務デー タの圧縮 とパ ソコンでの利用」,『社
会学 部論 叢』 第23号,佛 教 大学 学会,1989年12
月。「家計調査年報のデー タベース化」,同 上,第
24号,1990年12月 。
2)ギ ルバー ト ・ヘル ド(渡 部 ・堀池訳),『 デー タ
圧縮技 法入門』,啓 学出版,1985年 「訳者 まえが
き」 より。
3)例 えば英語で書かれた文書の中に実際に表れる
文字 について考 えてみ ると,出 現頻度の高い支字
とそうで ない ものがあ る。普通英字1文 字 は1バ
イ ト(8ビ ット)で 表 され るが,出 現 頻度の高い
ものは8ビ ットよ り短 いコー ドで,低 い ものは場
合 によって はそれ よ り多い ビ ット例のコー ドで表
現 して も文書全体 としてみれば圧縮出来 るとい う
ものであ る。
4)パ ソコ ン通信の中で広 まって いる吉崎栄泰氏が
作成 したLHARC法 はデ ータの性質 を問 わない
高圧縮 を実現す る ものである。 これ は適応的ハ フ
マ ン法 を採 用 してお り,圧 縮 の解 除(解 凍)は
フ ァイルをシーケ ンシ ャルにアクセ スす ることで
行 う。
5)コ ンピュータが扱 う数値 の記録形式 は,2進 数
が都合 の 良い こ とは周 知の事 で あるが,統 計 表
(あるいは統計 デー タフ ァイル)は,そ れが どの
ように計算 され た数値 で ある にせ よ,10進 数で
表記 ・記録 され るのが一般的である。この数値が
整数 の場合 は問題 ないが,小 数点以下表示 がある
場合 は直接2進 数で表記す るとかな り長大 なビッ
ト列が必要 とな ることがあ り,10進 数の小 数点以
下 を繰 上げ た方 が,簡 略 に表 現 出来 るこ とが多
い0
6)N式 数値圧縮法 はさらに桁 数 インデ ック スに使
用す る ビット数 とその コー ド化 について 「改良」
するこ とがで きる。す なわち表 一1(1)を 見 て も各
統計書 によって,表 現必要 ビ ット数の分布 は欠損
値 を別 とす ると,8ビ ット,も しくは10ビ ットを
頂点 とするような分布 となっているので,表 現必
要 ビッ ト数 を現す コー ドをハ フマ ンの記号 化法 に
従 って一LOG2(P)(Pは そ の表現 必要 ビッ ト数の数
値 出現 頻度)ビ ットに設定す ることも出来 る。 ま
た出現 頻度が1%を 越 えるよ うな数値(1～9な
ど)を,こ の記号化 に直接組 み込み,デ ー タ表現
のための ビッ トを省略す るこ ともで きる。 このよ
うな 「改 良」 の可能性 を認識 しなが ら,そ れを採
用 しないのは圧 縮のためのコー ド化 を,デ ー タに
よって変動 させ る ことが,デ ータベ ースの 追言i牲
の障害 となる ことを避けよ うとしたからで ある。
デー タベース ・システムの運用効率 を高め るため
のある程度の冗長性は避け られない もの と考えた
か らである。
7)こ の ような 「長所」 は結果的な もので な く,最
初 の設計 で意 図 した ことで もある。 この 調査 の
デ ータファイルは,集 計が完了 してか ら順 に公表
され る ものであ り,ま た我々がデ ータを入 手す る
のは,必 要 に応 じた地域の統計か らであ る。 どの
ような集 め方 を して も,結 果 と して同 じ手 川頁で使
用 で きるデ ー タ ・ベ ース システ ムにす る必 要が
あったわけであ る。
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